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令
和
元
年
度

定
時
総
会
開
催
さ
れ
る

　
令
和
元
年
５
月
27
日（
月
）午
後
２

時
か
ら
、
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
４
階
大

会
議
室
に
お
い
て
、
公
益
社
団
法
人

徳
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定

時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
「
こ
ん
な
手
口
が
、

あ
な
た
を
ね
ら
っ
て
い
る
！
悪
質
商

法
・
特
殊
詐
欺
に
気
を
付
け
よ
う
」

と
題
し
て
、
徳
島
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
所
長
前
山
祐
一
氏
か
ら
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。

　
総
会
に
お
い
て
は
、
決
議
事
項
と

し
て

・
平
成
30
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報

告
の
承
認

・
監
査
報
告

・
役
員
選
任
の
承
認

報
告
事
項
と
し
て

・
平
成
30
年
度
補
正
予
算
の
報
告

・
令
和
元
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

の
報
告

を
全
会
一
致
で
議
決
し
ま
し
た
。

　
総
会
閉
会
後
、
互
助
会
総
会
が
開

催
さ
れ
、
全
会
一
致
で
議
事
が
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

◎
会
員
表
彰
の
方
々

20
年
間
貢
献
（
11
名
）

　
岩
佐
　
弘
康
（
勝
占
多
家
良
）

　
大
黒
　
昭
義
（
川
内
応
神
）

　
関
貫
サ
ヨ
子
（
勝
占
多
家
良
）

　
坂
東
　
浩
子
（
加
茂
）

　
小
川
　
忠
重
（
国
府
南
）

　
中
川
　
弘
幸
（
渭
東
）

　
柴
田
　
　
晶
（
八
万
南
）

　
篠
原
　
光
子
（
加
茂
名
不
動
）

　
久
保
　
栄
子
（
加
茂
名
不
動
）

　
阪
東
　
昭
栄
（
八
万
北
）

　
松
本
　
義
輝
（
昭
和
）

15
年
間
貢
献
（
31
名
）

　
浜
野
　
勝
利
（
川
内
応
神
）

　
中
西
　
麗
子
（
昭
和
）

　
漆
原
　
　
勝
（
勝
占
多
家
良
）

　
中
西
　
正
治
（
昭
和
）

　
中
尾
　
順
子
（
入
田
上
八
万
）

　
米
田
ス
ミ
子
（
沖
洲
）

　
橋
内
　
　
保
（
渭
東
）

　
井
上
　
栄
二
（
渭
東
）

　
橋
本
　
保
雄
（
八
万
南
）

　
藤
本
　
春
光
（
八
万
南
）

　
黒
﨑
　
幸
三
（
内
町
新
町
）

　
近
藤
　
光
明
（
渭
北
）

　
國
尾
　
俊
夫
（
昭
和
）

　
青
井
　
徳
行
（
加
茂
）

　
八
幡
　
准
一
（
津
田
）

　
山
口
キ
ク
ヱ
（
国
府
南
）

　
小
林
ツ
ネ
子
（
名
東
）

　
岡
邊
　
功
一
（
沖
洲
）

　
田
中
　
昌
延
（
川
内
応
神
）

　
矢
野
千
代
子
（
渭
東
）

　
水
谷
　
昌
弘
（
佐
古
）

　
仲
宗
根
松
子
（
昭
和
）

　
牛
尾
　
高
義
（
渭
東
）

　
樟
　
秀
三
郎
（
八
万
北
）

　
岩
谷
　
秋
義
（
国
府
南
）

　
磯
前
　
朱
實
（
国
府
南
）

　
磯
前
　
美
直
（
国
府
南
）

　
新
居
　
展
夫
（
川
内
応
神
）

　
村
上
　
榮
一
（
渭
東
）

　
漆
原
　
勝
美
（
勝
占
多
家
良
）

　
日
浦
　
　
力
（
津
田
）

10
年
間
貢
献
（
68
名
）

工
藤
　
綾
子
（
国
府
南
）

山
下
　
清
武
（
佐
古
）

佐
藤
　
芳
明
（
勝
占
多
家
良
）

廣
間
　
豊
治
（
津
田
）

佐
川
　
壽
子
（
内
町
新
町
）

藤
澤
　
桂
子
（
渭
北
）

早
雲
　
延
夫
（
国
府
北
）

山
内
　
義
弘
（
加
茂
名
不
動
）

長
谷
川
貞
子
（
八
万
北
）

酒
巻
　
勝
己
（
加
茂
）

鎌
田
　
正
明
（
国
府
北
）

濱
野
　
敏
幸
（
渭
北
）

金
子
　
洋
子
（
津
田
）

高
野
　
勝
彦
（
津
田
）

濱
　
ル
ミ
子
（
佐
古
）

四
宮
　
康
子
（
勝
占
多
家
良
）

舎
川
　
　
穂
（
八
万
南
）

江
渕
　
芳
市
（
沖
洲
）

久
米
　
治
男
（
国
府
南
）

東
山
　
幸
子
（
八
万
南
）

和
泉
佐
代
子
（
八
万
南
）

政
平
　
禎
之
（
沖
洲
）

岡
部
　
節
子
（
加
茂
）

藤
田
　
　
徳
（
加
茂
名
不
動
）

西
田
ヨ
シ
子
（
加
茂
）

筒
井
　
敏
子
（
国
府
南
）

吉
永
　
英
子
（
沖
洲
）

森
岡
　
　
功
（
川
内
応
神
）

花
本
　
圭
隆
（
加
茂
）

中
野
　
幸
男
（
川
内
応
神
）

松
本
美
代
子
（
津
田
）
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「
会
員
表
彰
規
程
」に
つ
い
て

中
村
　
　
弘
（
勝
占
多
家
良
）

池
本
　
髙
雄
（
川
内
応
神
）

多
田
　
勝
利
（
国
府
南
）

大
知
　
勝
己
（
名
東
）

福
住
　
仁
史
（
佐
古
）

原
前
　
和
子
（
加
茂
）

妹
尾
ト
シ
子
（
沖
洲
）

宮
崎
　
　
豊
（
津
田
）

湯
浅
　
秀
子
（
加
茂
名
不
動
）

福
島
　
孝
郎
（
八
万
南
）

枝
川
　
善
次
（
名
東
）

原
田
　
宏
一
（
勝
占
多
家
良
）

角
　
千
代
美
（
川
内
応
神
）

園
木
ト
ヨ
ミ
（
沖
洲
）

環
　
　
民
子
（
八
万
北
）

川
辺
　
勝
祐
（
津
田
）

濱
田
　
耕
一
（
川
内
応
神
）

山
中
　
勝
二
（
佐
古
）

美
馬
　
祐
子
（
加
茂
）

西
條
　
光
春
（
川
内
応
神
）

永
瀬
　
　
求
（
佐
古
）

秋
本
　
宏
光
（
東
西
富
田
）

藤
山
登
美
子
（
渭
東
）

竹
林
寿
満
子
（
国
府
南
）

斉
藤
　
愛
子
（
加
茂
名
不
動
）

富
永
　
政
夫
（
加
茂
）

古
川
　
光
男
（
川
内
応
神
）

中
村
　
里
子
（
東
西
富
田
）

西
川
　
敏
博
（
加
茂
）

乾
　
　
三
郎
（
加
茂
）

河
野
　
吉
雄
（
沖
洲
）

嶋
田
　
　
昇
（
名
東
）

野
口
　
五
郎
（
勝
占
多
家
良
）

佐
藤
　
秋
雄
（
勝
占
多
家
良
）

速
水
三
佐
子
（
昭
和
）

林
　
　
敏
男
（
加
茂
名
不
動
）

大
場
　
幸
代
（
八
万
北
）

◎
優
良
地
区
表
彰

　
津
田
地
区

　
　
地
区
長
　
　
金
子
　
博
明

　
　
会
員
数
　
　
93
名

◎
優
良
職
域
班
表
彰

　
剪
定
班

　
　
統
括
班
長
　
髙
砂
　
温
成

　
　
会
員
数
　
　
81
名

　
会
員
表
彰
は
、
現
在
、「
徳
島
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
、
20

年
、
15
年
、
10
年
在
籍
し
、
セ
ン

タ
ー
事
業
発
展
に
寄
与
し
、
会
員

と
し
て
の
業
績
が
顕
著
で
あ
っ
た

者
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
３
月
に
表
彰
規
程
が

改
定
さ
れ
、
旧
規
程
の

「
年
間
30
万
円
以
上
の
配
分
金
の
支

払
い
を
受
け
た
年
を
１
年
間
と
す

る
」
と
い
う
配
分
金
に
関
す
る
条

件
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
よ
っ
て
就
業
回
数
や
就
業
時
間

の
少
な
い
方
で
も
表
彰
の
対
象
と

な
り
、
対
象
者
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
次
回
（
令
和
２
年
度
定
時
総
会
）

で
は
、
Ｈ
12
年
度
入
会
者
、
Ｈ
17

年
度
入
会
者
、
Ｈ
22
年
度
入
会
者

が
表
彰
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？
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　夫
婦
で
会
員
在
籍
15
年

漆
原　
　

勝
（
４
０
０
４
）

勝
美
（
４
１
７
６
）

　
令
和
元
年
度
、
定
時
総
会
に
て
会

員
在
籍
15
年
表
彰
者
31
名
の
内
、
夫

婦
会
員
が
３
組
と
聞
き
ま
し
た
。
私

共
夫
婦
も
そ
の
中
の
一
組
で
す
。

　
会
員
と
し
て
の
15
年
間
を
振
り

返
り
長
か
っ
た
よ
う
で
短
か
っ
た
、

あ
っ
と
い
う
間
の
日
々
で
し
た
。
お

仕
事
を
お
世
話
し
て
下
さ
っ
た
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
60
歳
定
年
後
、
知
人
が
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
手
に
合
っ
た

仕
事
を
し
な
が
ら
生
き
生
き
と
し
て

い
る
姿
に
私
共
夫
婦
も
入
会
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
主
人（
管
理
系
）私（
公

園
の
清
掃
作
業
）
を
お
世
話
し
て
い

た
だ
き
、
春
夏
秋
冬
、
早
寝
早
起
き

を
元
気
の
素
と
思
い
仕
事
を
続
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
度
15

年
表
彰
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
入
会
し
て
会
員
互
助
会
の
旅
行
も

楽
し
み
に
夫
婦
で
参
加
、
地
元
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
出
会
う
お
元
気

な
会
員
さ
ん
と
の
ふ
れ
合
い
も
嬉
し

く
前
向
き
に
生
き
る
力
を
頂
い
て
い

ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
に
な
っ
て
嬉
し
い
限
り
で
す
。

中
西　

正
治
（
４
０
０
５
）

麗
子
（
４
０
０
２
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
出

会
い
は
今
か
ら
16
年
前
。
そ
れ
ま
で

二
人
で
食
堂
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。

今
ふ
り
返
っ
て
み
ま
す
と
多
く
の
人

と
出
会
い
楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ

ん
で
す
。
あ
る
日
お
客
様
と
話
し
て

い
る
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

事
が
で
て
き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
と

楽
し
そ
う
な
お
話
で
し
た
。

　
二
人
で
何
も
迷
わ
ず
即
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
す
る
こ

と
に
決
め
ま
し
た
。
入
会
日
は
水
曜

日
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
二
人
で
緊

張
し
て
人
材
セ
ン
タ
ー
の
門
を
叩
き

ま
し
た
。
事
務
所
は
和
や
か
で
ゆ
っ

た
り
と
し
て
み
な
穏
や
か
な
人
ば
か

り
の
よ
う
で
し
た
。
仕
事
の
内
容
も

納
得
す
る
ま
で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
仕
事
の
話
は
徳
島
弁
で
言

う
た
ら
ち
ょ
っ
と
せ
こ
か
っ
た
な
あ

…
…
。
入
会
し
て
す
ぐ
班
長
し
て
く

れ
と
の
こ
と
。
仕
事
の
場
所
を
聞
い

て
又
び
っ
く
り
！ 

だ
だ
っ
広
い
沖

洲
の
北
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
女
３
人

男
９
人
朝
９
時
か
ら
夕
方
５
時
ま
で
。

東
や
西
も
分
か
ら
ん
ほ
ど
に
草
や

茅
に
囲
ま
れ
た
所
で
、
蛇
や
蜂
も
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
昼
休
み
や
３
時

の
休
憩
は
お
喋
り
、
お
や
つ
で
和
気

藹
々
。
こ
こ
で
は
半
年
間
働
き
ま
し
た
。

　
こ
の
仕
事
が
終
わ
っ
て
も
皆
、
再

会
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
時
は

大
変
だ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
な
ー
。

そ
ん
な
こ
ん
な
で
今
現
在
も
麗
子
、

正
治
…
…
頑
張
っ
て
ま
っ
せ
！

大
黒
さ
ん
が
功
労
表
彰　

令
和

元
年
６

月
19
日

ホ
テ
ル

グ
ラ
ン

ド
パ
レ

ス
に
て
徳
島
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
の
定
時
総
会
が
行
わ
れ
、

大
黒
昭
義
さ
ん
が
功
労
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
大
黒
さ
ん
は
平
成
11
年
４

月
１
日
入
会
の
84
歳
、
就
業
年
数
20

年
で
す
。
平
成
14
年
か
ら
３
期
６
年

理
事
、
平
成
17

年
か
ら
30
年
ま

で
地
区
長
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
仕
事
は
会
館

管
理
・
宿
直
業

務
な
ど
、
現
在

も
お
元
気
に
活

躍
さ
れ
て
い
て
、

当
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に

も
多
大
な
貢
献

を
頂
い
て
お
り

ま
す
。
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初
め
て
の
互
助
会
主
催
に

          

よ
る
バ
ザ
ー
開
催

細
川
多
美
子

　
今
年
４
月
初
め
て
互
助
会
主
催
の

バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
手
芸
、
彫

刻
、
絵
手
紙
、
ふ
れ
あ
い
教
室
等
、

同
好
会
が
日
頃
制
作
致
し
ま
し
た
作

品
と
不
用
品
バ
ザ
ー
を
展
示
即
売
し

ま
し
た
。

　
当
日
あ
い
に
く
天
候
が
悪
く
、
一

階
フ
ロ
ア
の
予
定
が
二
階
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
方
達
も

友
人
を
誘
っ
て
参
加
、
ま
た
御
近
所

の
方
々
も
多
数
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。

　
中
に
は
作
品
を
見
て
、
私
も
入
会

し
て
作
品
を
作
り
た
い
と
の
声
も
聞

き
ま
し
た
。

　
バ
ザ
ー
で
の
収
益
金
は
少
し
だ
け

で
し
た
が
今
後
の
材
料
の
購
入
に
あ

て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
２
回
目
開
催
に
あ
た
り
、
会
員
皆

様
の
輪
を
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
尚
、
次
回
は
10
月
６
日

（
日
曜
日
）、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

一
階
フ
ロ
ア
で

実
施
す
る
予
定

で
す
。
御
協
力

よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

ハ
ン
ド
ベ
ル
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

高
橋
裕
美
子

　
女
性
部
の
ふ
れ
あ
い
教
室
の
一
環

と
し
て
、
会
員
10
人
に
よ
る
ハ
ン
ド

ベ
ル
演
奏
で
福
祉
施
設
訪
問
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
川

内
町
青
香
園
、
昭
和
町
エ
ク
セ
レ
ン

ト
（
こ
ち
ら
は
毎
年
）
へ
訪
問
演
奏

を
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
会
員
み
ん
な
で
腕
を

み
が
い
て
楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

女性活動活性化事業
地域ふれあい事業

　５月18日（土）二部式着物作り、6月15日（土）ちょいかぶり作り（簡単にかぶれる帽子）を実
施しました。今回は一般の方も８人参加されて大変好評でした。次回以降もお誘い合わせの上たく
さんの御参加お待ちしています。10月以降の日程は以下のとおりですので、お気軽にお越し下さい。

（一般の方や会員対象）

可愛いブローチを作ります。
胸につければ、おしゃれになりますよ！
必要物【針、糸(黒)】

10月 ブローチ作り

講　師：会員 乃一馨先生
受講料：1人500円
開催日：10月5日 10時～ 12時

※要申込
　第１土

お正月に飾れば、ぐっと雰囲気が上がります。
必要物【着物の布-3色84cm×9cm(バイヤス
　　　　で) 、糸、針、ハサミ】

11月 お正月リース作り（着物を使って）

講師：会員 西川敬子先生
受講料：1人500円
開催日：11月16日 10時～12時

※要申込

毎日、健康体操で生涯現役を貫きませんか？
必要物【動きやすい服装】

2月 フレッシュアップ体操

講　師：カルチャー講師
　　　　西田茂子先生
受講料：1人300円
開催日：2月15日 13時30分～

※要申込
定員12名

豆腐作りにチャレンジしてみませんか。
ヘルシーな豆腐は何の料理にももってこいですよ。
必要物【エプロン、三角布】

3月 豆腐作り

講　師：猪内弘子先生
受講料：1人500円
開催日：3月21日 10時～ 12時

※要申込
定員10名

※材料等の関係で予定内容が一部変更になる場合がありますのでご了承ください。

お申込み、問合せは TEL088-653-6262 開催場所は当センター事務所１F多目的室です。
駐車場有。　当日の連絡先： 090-8287-1139　西川まで。
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1. 安全就業について
●安全運転講習会（JAF 主催）受講者募集

　日　　時　　令和元年 10 月 19 日（土）　13：00 〜 16：00

　場　　所　　徳島県運転免許センター（松茂町・旧空港ビル）

　参 加 費　　センター申込者のみ無料

　定　　員　　５名程度（申込者多数の場合は抽選）

　申込方法　　センター事務局（電話　088 − 653 − 6262）

　〆　　切　　令和元年９月 20 日（金）

●事故発生状況

　①会員傷害事故（平成31年３月以降）　

発生日
性別
年齢

区分 事故の状況 傷害の状況
入院通院

日数

H31. 4.23
男性
82歳

就業中 除草作業中に蜂に刺された。
右目上を蜂に刺さ
れた

通院
２日

R 1. 6.18
男性
71歳

就業中
施設場内の施錠の確認中、牛舎のスロー
プ付近でけつまずき転倒

右足首骨折（3 か
所 ）、 頬 の 陥 没
骨折、腰の打撲

入院 30日
通院 60日

　
　②損害賠償事故　

発生日 性別
年齢 区分 事故の状況（賠償事由） 被害者の反応 賠償金額

H31. 3.28
男性
76歳

就業中
草刈り機で小石が飛び、飛散防止板を越
えて窓ガラスを損傷。

窓ガラス2枚弁償 保険適用

R 1. 6. 7
男性
81歳

就業中
草刈り作業中、思わぬ方向へ石が飛び車
のリアガラスを破損。

リ ア ガ ラ ス の
弁償

保険適用

R 1. 6.20
男性
71歳

就業中
防止ネットを超え石が飛び、車のリアガ
ラスを破損。

リ ア ガ ラ ス の
弁償

保険適用

R 1. 7. 5
男性
70歳

就業中
石飛防止対策をして作業中、石が飛び車
のリアガラスを破損。

リ ア ガ ラ ス の
弁償

保険適用

R 1. 7. 5
男性
69歳

就業中
石飛防止対策をして草刈り作業中、想定
外に石が飛び、車の右側サイドガラスを
破損。

サイドガラスの
弁償

保険適用

安全・適正就業委員会から安全・適正就業委員会から
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　2. 適正就業について
　当センターの就業規則を基本として「分かち合い就業に関する要綱」及び「就業上不適格
な会員に対する措置要綱」を基準に、適正且つ公平に就業機会の提供を推進する。

●分かち合い就業における交代スケジュール

　①令和元年10月１日付
　　就業期間が５年となる対象会員へ通知（６か月前）
　②令和２年１月（シルバーとくしま）
　　分かち合い就業における就業場所及び募集人員の周知（申込締切１月31日）
　③令和２年２月18日（火）予定
　　当委員会にて面談内容等の計画・協議。分かち合い就業申込み会員へ通知。
　④令和２年３月１日付
　　就業終了通知書の発送。
　⑤令和２年３月上旬
　　分かち合い就業の選考の実施（委員等による面談）
　　その後、選考可非通知の発送。
　⑥令和２年３月中旬〜下旬
　　新入会員の現場研修の実施。

　「熱中症」は、高温多湿な環境に長くいることで、徐々に体内の水分や塩分のバランスが崩れ、
体温調節機能がうまく働かなくなり、体内に熱がこもった状態を指します。屋外だけでなく室内
で何もしていないときでも発症し、救急搬送されたり、場合によっては死亡することもあります。
　熱中症について正しい知識を身につけ、体調の変化に気をつけるとともに、周囲にも気を配り、
熱中症による健康被害を防ぎましょう。
　熱中症の症状　○めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、筋肉のこむら返り、気分が悪い
　　　　　　　○頭痛、吐き気、嘔吐、倦怠感、虚脱感、いつもと様子が違う
　　　　　　　重症になると、
　　　　　　　○返事がおかしい、意識消失、けいれん、からだが熱い

熱中症予防のために
暑さを避ける暑さを避ける

室内では…
▶扇風機やエアコンで温度を調節
▶遮光カーテン、すだれ、打ち水を利用
▶室温をこまめに確認

からだの蓄熱を避けるために
▶通気性のよい、吸湿性・速乾性のある衣服を着用する
▶保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、からだを冷やす

外出時には…
▶日傘や帽子の着用
▶日陰の利用、こまめな休憩
▶晴れた日は、外出をなるべく控える

こまめに水分を補給するこまめに水分を補給する
室内でも、外出時でも、のどの渇きを感じなくても、
こまめに水分・塩分、経口補水液※などを補給する

※水に食塩とブドウ糖を溶かしたもの
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表れている数字は、まわりを囲む線でつながれた３つの○に
入る数字の合計を示しています。すべての数字が成立するよ
うに１～８の数字を書き込んで、二重丸に入る数字の合計を
答えてください。１～８の数字は一度ずつしか使えません。

ナンバーユニット

応募者（シルバー人材センタ
ー会員）のうち正解者15名の
方に抽選で図書券を差しあ
げます。

（応募締切９月30日）

正解者34名のうち、厳正な
抽選の結果15名の方に図書
券をお送りしました。

１－ C

前回の漢字クイズの解答

回答欄

数クイズ（砂時計）とアンケートにお答えください。

20 16
15

10
12 6

今回の
シルバーとくしま
No.120 について

❶ よかった記事

❷ わかりにくい記事

❸ 次回とりあげてほしい
　 内容があればお聞かせ
　 ください。

❶

❷

❸

回 答 欄

　
加
茂
地
区
は
現
在
会
員
数
108
名
で

年
間
の
地
区
内
活
動
は
『
総
会
開

催
』・『
奉
仕
活
動
の
実
施
』・『
親
睦

会
の
開
催
』
の
３
つ
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
『
地
区
内
の
奉
仕
活
動
の

実
施
』
に
つ
い
て
報
告
致
し
ま
す
。

今
年
は
、
長
引
く
梅
雨
と
台
風
５
号

の
影
響
で
、
予
定
よ
り
日
延
べ
し
て

７
月
20
日（
土
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
曇
り
の
絶
好
の
除
草
日
和
で

し
た
が
、
不
参
加
者
が
多
く
18
名
の

参
加
に
な
り
ま
し
た
。
朝
の
７
時
前

か
ら
９
時
過
ぎ
ま
で
、
千
松
幼
稚
園

で
全
員
汗
を
掻
き
な
が
ら
黙
々
と
作

業
し
終
了
時
に
は
大
変
良
い
清
々
し

い
汗
に
変
わ
り
ま
し
た
。
作
業
内
容

は
、
園
内
の
花
壇
や
園
児
の
植
え
育

て
て
い
る
植
木
鉢
内
の
除
草
、
ま
た

低
木
の
剪
定
等
と
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ

自
発
的
に
分
散
し
な
が
ら
、
園
内
全

て
に
わ
た
り
除
草
作
業
を
し
ま
し
た
。

　
作
業
終
了
時
に
は
、
園
長
先
生
は

じ
め
他
の
先
生
方
か
ら
「
私
た
ち
の

普
段
手
の
届
か
な
い
隅
々
の
部
分

ま
で
丁
寧
に
作
業
し
て
頂
き
、
見
違

え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。
園
児
た
ち
も
大
変
喜
ぶ
事
と
思

い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
幾
度
と
な
く
お
礼
の

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
地
域
と
の
強

い
つ
な
が
り
を
持
ち
な
が
ら
、
地
域

と
共
に
活
動
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
、
今
回
の

活
動
を
通
じ
て
少
し
で
は
あ
り
ま
す

が
発
揮
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
参
加
頂
い
た
会
員
の
皆

さ
ま
方
に
、
こ
の
誌
面
を
お
借
り
し

て
改
め
て
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
　
　
次
回
は
八
万
南
地
区
で
す
。

加
茂
地
区
の

奉
仕
活
動
に
つ
い
て

　
加
茂
地
区
長
　
田
村　
圭
造

地

区

紹

介



第
五
十
二
番   

滝
り
ゅ
う

雲う
ん

山ざ
ん  

太
た

い

山
ざ

ん

寺じ
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○

墨
痕
を
ほ
め
し
遍
路
や

　夏
深
し

○

談
笑
も
編
み
込
み
に
け
り
蓼
の
花

竹
井

　澄
子

　
　
　

○

草
刈
り
や

　日
暮
の
畑
に

　
　
　
　
　
　
　四
つ
ん
這
い

○

稲
熟
れ
て

　た
な
び
く
風
を

　
　
　
　
　
　
　黄
に
染
め
る

大
黒

　昭
義

　
　
　

○

風
鈴
を
吊
り
て
四
方
の
窓
を
開
け

○

日
盛
り
の
過
ぎ
て
涼
風
窓
辺
に
て

橋
本

　守
正

　
　
　
　

○

雌
花
咲
き

　緑
の
カ
ー
テ
ン

　
　
　
　
　
　
　実
り
あ
り

○

風
鈴
の
音
絶
え
て
い
し
昼
さ
が
り

橋
本

　京
子

　
　
　
　

○

取
り
出
し
て
み
た
き
歳
月

　
　
　
　
　
　
　ラ
ム
ネ
玉

○

立
秋
や

　目
に
触
れ
ぬ
物

　
　
　
　
　
　
　又
想
ふ
事

阿
波
長

　峯
生

俳
句
・
川
柳た

で

う

め

ば
な

　
用
明
天
皇
の
２
年
、
豊
後
国
の

真
野
長
者
が
高
浜
沖
で
大
嵐
に
あ

い
、
こ
の
山
の
頂
き
に
ま
つ
っ
て

い
た
十
一
面
観
音
さ
ま
の
ご
加
護

を
謝
し
、
報
恩
の
お
ん
為
、
間
口

66
尺
奥
行
き
81
尺
の
本
堂
の
建
立

に
か
か
り
一
夜
に
し
て
落
成
し

た
。
世
に
一
夜
建
立
の
お
堂
と
い

わ
れ
、
樌ヌ

キ

と
楔

ク
サ
ビ

の
な
い
の
が
不
思

議
と
さ
れ
て
い
る
。

場
所
　
松
山
市
太
山
寺
町

令和元年度地区活動　総会の開催状況とボランティア活動状況

地　　区 会員数
（5月末現在）

総会開催日 出　席
会員数 出席率 ボランティア

実施日 実施場所

内 町・ 新 町 33 6 月 01 日（土） 10 30.3 6 月 09 日（日） 徳島中央公園

東・ 西 富 田 49 6 月 15 日（土） 16 32.7 10 月 13 日（日） 大麻比古神社

昭 和 71 6 月 22 日（土） 29 40.8 9 月 7日（土） 昭和幼稚園

渭 東 80 6 月 29 日（土） 23 28.8 10 月 13 日（日） 城東小学校

渭 北 48 8 月 08 日（木） − − 9月 10日（火） 助任幼稚園

佐 古 82 7 月 20 日（土） 32 39.0 10 月 06 日（日） 佐古小学校

沖 洲 100 7 月 07 日（日） 28 28.0 9 月 8日（日） 沖洲幼稚園

津 田 100 7 月 21 日（日） 43 43.0 8 月 25 日（日） 津田中学校

加茂名・不動 63 6 月 22 日（土） 22 34.9 6 月 29 日（土） 加茂名小学校

名 東 85 6 月 30 日（日） 21 24.7 7 月 06 日（土） 加茂名南幼・小学校

加 茂 107 6 月 30 日（日） 22 20.6 7 月 14 日（日） 千松幼稚園

八 万 北 74 6 月 09 日（日） 26 35.1 9 月 29 日（日） 八万幼稚園

八 万 南 65 7 月 07 日（日） 10 15.4 6 月 16 日（日） 八万南幼稚園

勝占・多家良 119 6 月 09 日（日） 34 28.6
9 月 8日（日）
9月 29日（日）
10月 13 日（日）

勝占東部コミセン
市動物園前
丈六寺

入田・上八万 55 6 月 30 日（日） 17 30.9 9 月 08 日（日） 一宮小学校

川 内・ 応 神 98 6 月 22 日（土） 36 36.7 6 月 22 日（土） 川内・応神コミセン

国 府 北 47 6 月 23 日（日） 12 25.5 6 月 16 日（日） 南井上コミセン

国 府 南 55 6 月 09 日（日） 17 30.9 6 月 30 日（日） 考古資料館

計 1,331 398 31.0
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徳
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
運
営
し

て
い
る
徳
島
市
立
考
古
資
料
館
で
毎

年
恒
例
の
行
事
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
８
月
４
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
夏
休
み
中
の
子
供
達
を
主
な
対
象

に
、
資
料
館
の
施
設
を
開
放
し
て
体

験
型
の
イ
ベ
ン
ト
や
遊
び
を
通
じ

た
親
し
ま
れ
る
行
事
の
実
施
に
は
当

セ
ン
タ
ー
の
職
員
や
会
員
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
多
数
参
加

し
ま
し
た
。

　
考
古
資
料
館
は
縄
文
時
代
か
ら
奈

良
時
代
ま
で
の
間
、
数
多
く
の
古
墳

や
遺
跡
の
所
存
す
る
国
府
地
区
に

あ
っ
て
、
文
化
財
の
研
究
啓
発
活
動

を
行
う
目
的
で
設
立
さ
れ
た
も
の
で

す
。
子
供
達
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
と
は

い
え
こ
の
趣
旨
に
沿
っ
た
も
の
で
、

な
じ
み
深
い
銅
鐸
や
銅
鏡
勾
玉
な
ど

を
モ
チ
ー
フ
に
取
り
上
げ
た
体
験
的

製
作
や
展
示
品
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
ク

イ
ズ
な
ど
、
考
古
資
料
館
な
ら
で
は

の
企
画
が
特
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
こ
れ
以
外
に
も
、
夏
休
み
の

宿
題
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
な
る
書
道
や

工
作
な
ど
の
教
室
、
さ
ら
に
は
「
ふ

れ
あ
い
教
室
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
楽

し
い
体
験
的
制
作
遊
び
も
好
評
で
し

た
。

　
来
館
者
を
対
象
に
し
た
お
茶
席
の

接
待
や
生
け
花
の
展
示
も
行
わ
れ
、

地
元
の
国
府
小
学
校
の
子
供
達
や
公

民
館
茶
道
ク
ラ
ブ
、
長
尾
社
中
の
皆

さ
ん
の
お
手
前
の
披
露
も
あ
り
、
普

段
の
忙
し
さ
と
は
違
う
ゆ
っ
た
り
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

徳
島
市
考
古
資
料
館
恒
例

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

　
　
　盛
大
・
好
評
の
う
ち
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

　
　
　盛
大
・
好
評
の
う
ち
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
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上
段
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
新

規
会
員
の
加
入
は
セ
ン
タ
ー
事
業
の

活
性
化
の
大
事
な
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
月
２
回
ず

つ
入
会
説
明
会
及
び
新
人
研
修
会
を

各
理
事
持
ち
回
り
担
当
で
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
是
非
、
知
人
等
に
ご
紹

介
の
上
、
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う

周
知
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
入
会
説
明
会
　
　
新
人
研
修

・
９
月
11
日（
水
）→
９
月
18
日（
水
）

・
９
月
25
日（
水
）→
10
月
２
日（
水
）

・
10
月
９
日（
水
）→
10
月
16
日（
水
）

・
10
月
23
日（
水
）→
10
月
30
日（
水
）

・
11
月
13
日（
水
）→
11
月
20
日（
水
）

・
11
月
27
日（
水
）→
12
月
４
日（
水
）

・
12
月
11
日（
水
）→
12
月
18
日（
水
）

・
12
月
25
日（
水
）→
翌
年（
令
和
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
月
８
日（
水
）

　
毎
年
10
月
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
で
す
。

今
年
は
10
月
19
日（
土
）を
全
国
一
斉

に
推
進
事
業
を
開
催
す
る
予
定
日
と

す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
日
時
・
場
所
に
つ
い
て
、
目
下
検

討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
を
周
知

し
高
齢
者
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す

活
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
員
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
友
人
知
人
を
勧

誘
し
て
会
員
数
増
強
を
図
る
よ
う
お

願
い
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
若
年
人
口
の
減
少
に
伴
う
労
働
力

不
足
の
あ
お
り
で
、
定
年
延
長
や
高

齢
者
雇
用
の
拡
大
に
よ
り
セ
ン
タ
ー

へ
の
加
入
者
は
伸
び
な
や
み
減
少
が

続
い
て
い
ま
す
。
様
々
な
技
術
や
能

力
を
持
つ
人
材
が
減
る
こ
と
は
委
託

側
か
ら
の
要
請
に
も
応
え
に
く
く
な

る
原
因
に
も
な
り
、
ひ
る
が
え
っ
て

会
員
の
就
業
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。

　「
会
員
100
万
人
達
成
」
の
目
標
は

こ
の
よ
う
な
事
態
の
打
破
に
向
け
た

取
組
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

▼
第
１
回
理
事
会

　
　
　
　
令
和
元
年
５
月
10
日（
金
）　

○
決
議
事
項

１
、
役
員
選
任
の
承
認

２
、
令
和
元
年
度
定
時
総
会
の
開
催

３
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
案
（
第

２
号
）

４
、
平
成
30
年
度
事
業
報
告
・
決
算

報
告
の
承
認

○
承
認
事
項

１
、
会
員
の
入
退
会

２
、
会
員
の
被
表
彰
者

▼
第
２
回
理
事
会

　
　
　
　
令
和
元
年
７
月
26
日（
金
）　

○
承
認
事
項

１
、
会
員
の
入
退
会

２
、
未
収
金
の
催
告
に
つ
い
て

○
報
告
事
項

１
、
職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て

（1）
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
（2）
徳
島
市
立
考
古
資
料
館
事
業

▼
第
１
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

　
　
　
　
令
和
元
年
７
月
31
日（
水
）

１
、
安
全
就
業
・
適
正
就
業
推
進
事

業
（1）
熱
中
症
予
防
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

掲
示
、
配
布

▼
第
１
回
地
区
長
委
員
会

　
　
　
　
平
成
31
年
４
月
19
日（
金
）　

  •

地
区
総
会
開
催
予
定
日

  •

地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
予
定
日

  •

補
助
金
申
請
書
類
の
説
明

▼
シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
編
集
委
員
会

　
　
　
　
令
和
元
年
７
月
29
日（
月
）　

  •

「
シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
」秋
季
号

（
９
月
１
日
）
の
テ
ー
マ
及
び
各

項
目
に
つ
い
て
協
議

８
月
就
業
分

　（
派
遣
）
９
月
20
日
（
金
）

　（
受
託
）
９
月
25
日
（
水
）

　９
月
就
業
分

　（
派
遣
）　
10
月
18
日
（
金
）

　（
受
託
）　
10
月
25
日
（
金
）

　10
月
就
業
分

　（
派
遣
）　
11
月
20
日
（
水
）

　（
受
託
）　
11
月
25
日
（
月
）

　11
月
就
業
分

　（
派
遣
）　
12
月
20
日
（
金
）

　（
受
託
）　
12
月
25
日
（
水
）

　12
月
就
業
分

　（
派
遣
）
１
月
20
日
（
月
）

　（
受
託
）
１
月
24
日
（
金
）

普
及
啓
発
促
進
月
間
に
つ
い
て

入
会
案
内
説
明
会
・
新
人
研
修
会
の
日
程

配
分
金
等
支
払
日

会　員　数
（８月1日現在）

男　性　　805人
女　性　　526人
　計　　1,331人

会員の拡大・就業機会の拡大
今年度もがんばろう！

理
事
会
等
の
開
催
状
況

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
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●
編
集
後
記

　

暑
い
夏
も
終
わ
り
、
過
ご
し

や
す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
お
元
気

で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
広
報
を
発
行
す
る
に

当
た
り
毎
回
６
名
の
編
集
委

員
が
、
会
員
さ
ん
が
よ
り
読

み
や
す
い
誌
面
に
す
る
に
は
、

ど
の
様
に
す
れ
ば
良
い
の
か

検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
様
な
中
「
色
々
苦
労

が
有
る
ん
や
な
…
困
っ
て
い

る
の
な
ら
少
し
で
も
原
稿
の

協
力
さ
せ
て
も
ら
お
う
か
…
」

と
助
け
て
下
さ
る
会
員
さ
ん

が
大
勢
お
ら
れ
、
と
て
も
心

強
く
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
（
投
稿
、
書
、

写
真
、
ア
ド
バ
イ
ス
他
）
同

志
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が

ら
、
楽
し
く
読
み
や
す
い
広

報
作
り
に
、
委
員
一
同
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
編
集
委
員
会

　
　

委
員
長　

和
泉
佐
代
子

　
　
　
　
　
　

平
田　

満
茂

　
　
　
　
　
　

𠮷
田
健
次
郎

　
　
　
　
　
　

藤
原
恵
美
子

　
　
　
　
　
　

橋
本　

京
子

　
　
　
　
　
　

多
田　

範
子

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
早
い
も
の
で
10

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
い
ま
、
私
は
四
季
折
々
そ
れ
ぞ
れ

の
季
節
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
「
文
化

の
森
総
合
公
園
」
で
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

　
春
は
桜
そ
し
て
新
緑
を
、
秋
は
モ

ミ
ジ
や
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
紅
葉
を
目
で

味
わ
い
な
が
ら
楽
し
く
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

　
で
も
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
散
っ
た
桜
の
花
び
ら
や

枯
れ
た
落
ち
葉
の
最
盛
期
の
数
量
は

お
び
た
だ
し
く
、
処
分
す
る
の
に
一

苦
労
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
夏
は
猛
暑
の
中
、
汗
だ
く
に

な
り
な
が
ら
、
冬
は
極
寒
の
中
、
指

先
を
凍
え
さ
せ
な
が
ら
作
業
を
し
て

い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
一
緒
に
働
い
て
い
る

リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
８
人
の
仲
間
と

仲
良
く
「
桜
梅
桃
李
」
あ
り
の
ま
ま

の
自
己
の
個
性
を
活
か
し
な
が
ら
、

仕
事
が
出
来
て
私
は
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　「
徳
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
」
に
入
会
し
て
何
年
に
な
る
の

か
定
か
で
は
な
い
が
、
会
員
番
号
は

５
３
３
３
番
。
地
区
総
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
な
ど
の
活
動
を
す
る

中
で
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
で
き
た
。

そ
の
中
に
、
中
学
時
代
の
同
級
生
が

私
を
含
め
て
５
人
も
居
る
の
に
は
驚

い
た
。
３
年
生
の
時
に
は
全
員
同
じ

ク
ラ
ス
に
な
っ
た
。
６
組
、
３
０
０

名
も
居
る
中
で
本
当
に
不
思
議
な
縁

だ
。
会
員
番
号
が
一
つ
違
い
の
彼
は
、

入
会
説
明
会
の
時
も
一
緒
だ
っ
た
は

ず
な
の
に
気
づ
か
な
か
っ
た
。
後
に

な
っ
て
わ
か
っ
た
。

　
今
日
は
ど
こ
か
ら
作
業
を
始
め
る

か
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
る

の
で
、
効
率
よ
く
ス
ム
ー
ズ
に
仕
事

が
出
来
て
い
ま
す
。

　
文
化
の
森
に
は
朝
早
く
か
ら
散
歩

や
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
る

人
達
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
人

達
と
挨
拶
を
交
わ
す
の
も
楽
し
い
ひ

　
入
会
後
は
公
園
の
除
草
清
掃
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
障
が
い
者
の

送
迎
、
古
紙
段
ボ
ー
ル
の
仕
分
け
作

業
な
ど
に
就
い
た
。

　
今
は
、
立
体
駐
車
場
の
管
理
人
と

し
て
接
客
作
業
を
し
て
い
る
。

　
楽
し
く
就
業
す
る
に
は
人
間
関
係

が
良
好
で
あ
る
こ
と
が
一
番
。

　
あ
と
は
仕
事
が
自
分
に
マ
ッ
チ
ン

グ
し
て
い
る
か
ど
う
か
。
合
わ
な
い

と
思
っ
た
ら
変
わ
っ
て
み
る
こ
と
も

一
考
の
余
地
が
あ
る
と
思
う
。
あ
と

何
年
生
き
る
か
わ
か
ら
な
い
残
り
の

人
生
を
自
分
ら
し
く
終
え
た
い
も
の

だ
。

と
時
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ

身
体
が
動
く

限
り
仲
間
と

一
緒
に
楽
し

く
頑
張
り
一

日
一
日
を
大

切
に
過
ご
し

て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い

ま
す
。加

茂
名
地
区

　元
木

　俊
夫

楽
し
い
か
な
シ
ル
バ
ー
人
生

楽
し
い
か
な
シ
ル
バ
ー
人
生

わ
た
し
の
就
業
場
所

八
万
北
地
区

　佐
々
木

　明
美

わ
た
し
の
就
業
場
所
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